
Ｎｏ．７－９

令和７年４月25日家 畜 衛 生 情 報

馬インフルエンザ続発

●馬インフルエンザの症状
急な発熱(３９～４０℃)を伴う鼻汁や咳等の呼吸器症状

✓ 飼養衛生管理基準に基づく衛生管理を遵守し、ワクチンを接種してください。

１． 馬飼養農場における発生予防

２．感染馬の早期発見

✓ 健康観察をよく行い、発熱、呼吸器症状など本病を疑う症状を確認した時は、
診療獣医師に連絡してください。

✓ 獣医師の方は、本病を疑う症状を確認した場合、または簡易検査等で陽性を
確認した場合は、家畜保健衛生所にご連絡お願いします。

✓ 本病を疑う場合は、その馬を他の馬と隔離してください。

４月８日以降、熊本県の重種馬を飼養している農場にて
８事例が確認されていますが、本日、北海道帯広市のばん
えい競馬場の馬（重種馬）において、新たに本病の発生が
確認されました。

●引き続き以下の点に、ご注意ください

３．感染拡大の防止

✓ 感染が確認された場合、感染馬の隔離、同居馬の移動自粛、消毒等を徹
底してください。また周辺農場における監視強化・ワクチン接種を強化してく
ださい。

✓ 馬の移動に当たっては、発熱、呼吸器症状等の異常がないことの確認を徹
底するとともに、馬具、馬運車等の消毒等の衛生対策を徹底してください。

✓ 人の移動に伴う伝播を防止するため、馬の飼養管理を行う者は、馬の飼養
施設の出入り時における服や靴の交換、手指消毒等を徹底してください。


